
意見交換会（小田原市 PTA連絡協議会） “子ども”と“おとな”が育ち合う環境づくりについて考える（１班）５４件 

 

子どもに関する市の施策は、きちんと現場に図っていく仕組みを条例にのせて 地域の子どもを叱れる文化 (雰囲気)の醸成 生のコミュニケーションをとるのが苦て ひとりの人として自立できるように育てたい よりよい市民社会は教育でしか創れない。教育の予算を増やすべきである 小田原市民である意識が低い
(子ども含む) 小田原には歴史的な文化財が豊富だが意外と知られていない 教育委員会の委員メンバーをＰＴＡや一般市民を加えて現在の倍にすべきだ 

子どもたちが考える子どもの行事 子どもの可能性を認識→子どもの宇宙を知る 自治について小中生のうちから生徒会などで実践学習させる仕組みを 
子子子子どものどものどものどもの主体主体主体主体    小中生のボランティア参加を日常化するために、それにちなんだイベントを学校と地域と各種団体が共催せよ 子どものボランティア活動推進 子どもを主体として扱い参画させるしくみ 自治会活動、イベントに子どもが主体として関わる 子どもと大人が共に育つ 自治は子どものときから教育

(行政に関わる授業 )→生徒会を教育の場に 子ども主体の子ども会活動が自治の教育の場に 魅力ある子ども会組織 
ＰＴＡの中で先生の役割がわからない 学校ボランティア公募の仕組みを条例化すべきだと思う 校長の裁量の拡大 行政に関わる授業の実施 教員と大人がもっと一緒に作業や考えを行うべきだ 学区の自由化で部活の豊富な中学ほど生徒が集まってしまうので、指導者を市内の社会人が応募できるようにせよ 

 

学学学学    校校校校    

より多くの人がかかわるイベント 市内小中生の授業公開日を年に数回開いて、地域の意見や協力を得やすい社会にすべき 大人と小中生と共に参加できるイベントが少ないので、地域と学校で共催する仕組みを市が住民と立ち上げる 
行事参加 保護者より高齢者が協力的 

ＰＴＡ役員、人材不足 ＰＴＡ役員、仕事大変というのは誤解 子ども会、加入率低下 学校行事への父親参加 
地場産業と子どものつながりづくり 小田原、地元に関する授業 地域の潜在力をこれまで以上に小中学校へ発揮できるよう条例に盛り込むべきだ 

地場産業 子どもたちが地場産業に関わると地域に愛着が出 

学校と地域の関係改善 スクールボランティアの活性化 部活動と地域活動の両立 横横横横のののの繋繋繋繋がりがりがりがり    中学校と地域の団体がお互いに活動で協力をお願いするような場が定期的にあると良い 各地区の自治会、婦人会、老人会、体育振興会、子ども会がネットワークして、まちづくりへの大波を起こすべきだ 
ＰＴＡ、育成協、自治会、地区懇談会、ＰＴＡのＯＢ、おやじの会、婦人会、老人会、子ども会 →横のつながり
(交流) 

地域の好きな子どもの育成のために、おやじの会の結成と、そのネットワークを市が推進する仕組みを 
ＰＴＡはＰだけで運営する仕組みから脱皮し、地域ボランティアも採用するようにすべきだ 地域団体の横の繋がりが希薄 ＰＴＡと自治会との関係構築 

 

ＰＴＡと地域との関係構築 
 

スポーツ少年団が子ども会行事に非協力的 
たくさんの団体があるが、それぞれの横のつながりは少ない→活動が他に伝わっていかない 防犯パトロールに保護者不在 

小田原が好き！ 

教育委員会の情報公開をもっと素直にできる定めが欲しい 
情情情情    報報報報    

地域の子どもの栄誉を地域でたたえる 

小田原が好きと言える子どもたちを増やしたい 

子子子子どもどもどもどもへへへへのののの教育教育教育教育    



意見交換会（小田原市 PTA連絡協議会） “子ども”と“おとな”が育ち合う環境づくりについて考える（２班）６７件 

 

遊びが子どもを育てる、安心して遊べる場所の確保を 子どもの意見を無視しない 子子子子どもどもどもども（（（（小学生小学生小学生小学生））））    各種イベントの運営を子どもたちにボランティアで手伝わせてみたら？ 遊び場が少ない 子どもを信頼すること 子どもたちが地域の大人たちと接する機会がたくさんあればよい（お祭り等） 子どもの遊び場が少ない。大人が閉ざしている 小田原を好きといえる子どもたちを増やしたい 地域行事で子どもに役割を与える 

学校単位での地域行事への参加が 

学校農園の充実を＝食育学習の必要性 

遊びが子どもを育てる、安心して遊べる場所の確保を 
 

 携帯の中で人のつながりはあるの？ 子どもたちが地域の大人たちと接する機会がたくさんあればと 小田原の未来は子どもにかかっている スポーツクラブに入っている子が多く、地域の子ども会のイベントに参加できない 

子どもの健康 (心身とも )は食育にあり。食事作りをしっかりと 中高生の地域での参加行事を作る（中高生の地域でのふれあう場が少ない） 青少年の活動の場を作る 中高生中高生中高生中高生    

地域にある力をもっと活用し学校内に用いること 小学校を卒業して中学生、高校生が地域にふれあう場が少ない 教育委員会と
PTAの関係が薄い 中学校、中学生もどんどん巻き込む 生徒と教師、教師間の信頼関係がない 青少年の活動の場を作る。たとえばお祭りとか 
PTAと自治会の話し合う場がない 
PTA役員と自治会の人との話し合う場がない 3世代同居の必要性 

市の中ではずれにあるためか色々なことが遅いように思える 
昔のように威厳を持たせる。教育委員会が親に気を遣いすぎ 

教 師 

教師に対する信頼関係がないのは最悪、教師の人間性を育てよう 教師の地域協力の推進。教師は、その地域をよく知るためには地域行事に積極的に参加すること 学校の先生の言うことは聞かないが、スポーツ団体の指導者の言うことは聞く。どういうことか。教師の指導力のなさ 教師は経験豊かな社会人を採用せよ 社会人教師の豊かな人づくり 

親が忙しいため、各事業が簡素化。その為コミュニケーションが希薄になる 
大大大大    人人人人    父親のボランティア参加の啓蒙 保護者のモラル低下 母親の教育が必要。母親クラブの推進。親同士学習の場になる 地域での出来事や、協力してやらなければならないことに無関心の方がいる 父親の学校参加 保護者が無関心、見て見ぬふり。関心が薄い 地域の一部の方が子どもたちのために協力してくれてうれしい 保護者のモラル低下→子どものモラル低下につながる 保護者のモラル低下→子どものモラル低下？ あこがれる大人の存在 まず大人が元気に 大人のモラルが揺らいでいる 年々、子どもの保護者世代の地域への関心が薄くなる気がする 他人の子どもを叱る大人になる 他人の子どもを叱ることの出来る大人が少ない 地域の役員、学校の役員、いつも同じメンバーな気がする 学校への責任転嫁 子どもを含め、社会環境が大きく変わってきている。特に親自身がゆとりや子どもと接する時間が少なく、子どもとゆっくりと向き合えていない原因が増えている 

昼間働いている人が多いため保護者のつながりが少ない 子に注意しているが、大人が見本を示していない方が多くなっている 子どもは今も昔も変わっていない。今も昔も子どもをダメにしているのは親の方。ダメ親の教育が必要？ 
学校行事等に地域の人たちも協力してもらっているが、働き盛りの４０?６０歳代の参加が少ない 

色々なグループが活動しているが、横のつながりがない 同じ学区内での交流や情報交換不足。その為地域ごとの温度差が生まれる 色々なグループが活動しているが、横のつながりがない 
 

学校区と自治会区は一致していないのでコミュニケーション不足になる 
 （PTA、自治会、子ども会、学校（先生）） PTA、自治会 etcコミュニケーション不足 地域を巻き込んで賑やかに通学路の安全を守りたい 自治会長さんと子どもたちの面識が欲しい 

各団体間各団体間各団体間各団体間のつながりのつながりのつながりのつながり    



 

意見交換会（関東学院大学法学部出石ゼミ） 若者が自治に関わる為にどうしたらいいか（３班）４８ 地域行事への積極的参加をしてほしい。 小田原へもっと出てきてほしい。 地域活動について意見を提案してほしい。 若者への期待 

楽しく参加。 若者を主役に！ 
関わり方 自分から。 

若者参加の為の 

大事なこと 

若者に何が出来るかということを示す。 

自分の意見が反映されていく 参加型の仕組み。 学校と市のつながり 新名物の考案。 
自治に関わる為に

必要なこと 

学校自らが 地域参加する 企画する。 
情報提供 若者に町のことを知らせる工夫を 駅や電車など若者が不特定多数利用するところに掲示 考案 ご当地キャラクターを考える。 大学内に掲示 周りの友達に参加を呼びかける。 情報が得られる工夫。 ケータイ配信 ネット配信 地域との多くの関わりをもつ 家庭 家族間で自治の話題を。 小さいころから地域への愛着をわかせる教育を。 （地域の祭りイベントに参加していく。） 小さい頃から地域への愛着をわかせるようにする。 

自治会へ加入。 若者の自治会への参加を。 子ども会以降の若者の受け皿を。 自治への入り口は身近にある。 →イベントへの参加 →公募への参加 →団体へのｋかｎ 

近所づきあいを大切に。 ご近所づきあいを大切に。 イベントへの参加。 

提  案 

イベントの企画 若者に興味を持ってもらえるようなイベントの企画。 若者が興味を引くもの。 興味がわくもの。 イベント企画 若者が主体のイベントを。 学生主体のイベント。 若者の自治会を作る。 子供→子供。 子供は子供のリーダーで。 
若者が参加しやすいメリット ・ポイント制 

学校 市と協力して大学祭（3 大学交流） 市と協力した大学祭。 
課外授業 学校との協働 ・自分の地域を知る学習・・・やっている。 ・大学高校などが、小学生・園児と関わる機会を持つ。 
 

参加に対してのポイント 小田原は学校がたくさんあるので、学生が主体となってイベントをする。 自治会と協力したイベント。 自治会参加を拡げる。 学割制度 

今すぐ出来るボランティア。 小中学生から月 1回ゴミ拾いボランティア 


